交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　教育委員会 生涯学習推進部 青少年育成課　
	処分の概要
	会費の減免

	例規名
根拠条項
	交野市放課後児童会条例　第8条第3項(第9条第3項において準用する場合を含む。)

	例規番号
	平成16年条例第28号

	【根拠条文】
(会費)
第8条　児童会に入会した児童の保護者は、市長が定める期日までに、会費を納付しなければならない。
2　会費は、児童1人につき月額5,000円とする。ただし、同一世帯で2人以上の児童が入会する場合、2人目以降の児童の会費は、1人につき月額2,500円とする。
3　市長は、特別な事由があると認めたときは、会費を減額し、又は免除することができる。
4　既納の会費は、還付しない。ただし、市長が特別の事情があると認めるときはこの限りでない。
5　第2項に規定する月額会費の額は、3年毎に見直すものとする。ただし、市長が特に必要と認めるときは、この限りでない。
6　会費には、児童の個別的な消費に係る間食等の費用は含まないものとする。

【基準】
根拠条文及び交野市放課後児童会条例施行規則第9条第1項の規定による。
(会費の減免等)
第9条　条例第8条第3項に規定する会費及び条例第9条第3項の規定により準用する延長使用料の減免の基準及び額は、交野市放課後児童会会費等減免基準表(別表第2。以下「基準表」という。)に掲げるとおりとする。
2　保護者は、会費等の減免を受けようとするときは、交野市放課後児童会会費等減免申請書(様式第6号。以下「減免申請書」という。)により、必要な証明書類を添付し、市長に申請しなければならない。
3　基準表の規定に定める就学援助費受給世帯として会費等の減免の決定を行う場合は、就学援助費受給の認定があったときからとする。ただし、保護者から申請があったときは、当該年度の就学援助費受給の認定があるまでの間は仮決定とし会費等を減免することができる。
4　前項ただし書の規定により会費等を減免されていた者で、当該年度の就学援助費受給申請が否認定となった場合は、申請のあったときから不認定となった日の属する月までの間の会費等を納付しなければならない。
5　市長は、第2項に規定する申請があったときは、速やかにこの可否を決定し、交野市放課後児童会会費等減免仮決定・決定通知書(様式第7号)又は交野市放課後児童会会費等減免却下通知書(様式第8号)により、保護者に通知するものとする。



	標準処理期間
	5日(但し、1月中に実施する次年度入会申請については、標準処理期間を30日とする。)

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	令和3年11月25日
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